































































































































































機体サイズ 85cm × 80cm × 15cm
有効積載量 約300g
搭載センサー ・Ricoh GX200 (RGBカメラ）


















































































































































































































































































Rutzler，K.（1978）：Photogrammetry of reef environments 
by helium balloon.『Coral reefs: research methods』
UNESCO, 45－52.
で見られる現象を短時間に撮影するというよう
な目的には向かない .現在のところ、地理学で
UAVを活用できる分野は地形のほかに、 小気候
（ロガーを搭載して三次元で記録）、植生などが
あげられる .動力が電動モーターで静穏である
ため、数十メートル上空を飛行すれば地上にい
る人に気が付かれることもないため、表現はよ
くないが偵察飛行的な使い方をすれば人文地理
の分野でも使い道があるかもしれない。UAVは
性能の向上と価格低下が著しい。また、オープ
ンソースのAuto Pilotソフトの開発、格安な関
連部品の販売など高価な市販品を購入しなくて
も、各自でシステムを組み立てられる状況が整
いつつあり、トータルコストは数年前の10分
の 1程度になったといわれている。UAVの登場
は、今後の地理学の調査にある種の革命的な変
化を及ぼすことになろう。
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